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■
災
害
時
に
お
け
る
議
会
の
対
応

に
つ
い
て
研
修
を
実
施

　
２
月
１
日
、
山
梨
学
院
大
学
法

学
部
政
治
行
政
学
科
教
授
の
江
藤

俊
昭
氏
を
招
き
、「
災
害
時
に
お

け
る
議
会
の
対
応
」
と
題
し
、
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
発
生

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
本
市
で
は
、

市
民
と
行
政
、
ま
た
、
地
域
の
一

員
で
あ
る
議
員
が
協
働
で
、
防
災
・

減
災
対
策
を
推
進
し
、
危
機
管
理

体
制
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
講
演
で
は
約
２
時
間
に
わ
た
り
、

災
害
時
に
議
員
が
ど
の
よ
う
な
役

割
を
担
う
の
か
、
ま
た
、
地
域
の

一
員
で
あ
る
議
員
が
市
の
災
害
対

策
本
部
と
ど
の
よ
う
に
連
携
を
図

る
の
か
、
さ
ら
に
は
、
議
会
が
機

能
を
維
持
し
、
迅
速
な
意
思
決
定

に
ど
の
よ
う
に
繋
げ
て
い
く
の
か

な
ど
に
つ
い
て
ご
講
義
い
た
だ
き
、

大
変
有
意
義
な
内
容
で
あ
り
ま
し

た
。

■
議
員
避
難
訓
練
を
実
施

　
３
月
３
日
、
本
会
議
中
に
地
震

が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
た
議

員
の
防
災
訓
練
を
実
施
。
災
害
発

生
か
ら
避
難
ま
で
の
一
連
の
流
れ

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
災
害
発
生
時
に
市
民
生
活
を
１

分
１
秒
で
も
早
く
常
時
へ
と
繋
げ

ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も
危
機
管
理

体
制
の
構
築
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

◆
新
緑
が
鮮
や
か
に
映
え
、
バ
ラ
や
か

き
つ
ば
た
が
楽
し
め
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
市
内
を
散
策
し
、
新
し
い
発
見

を
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
身

近
な
公
園
の
整
備
や
防
災
・
防
犯
対
策

な
ど
の
各
種
施
策
に
、
皆
様
の
声
を
反

映
さ
せ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
安
心
・
快

適
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま

す
。

◆
法
人
市
民
税
の
一
部
国
税
化
の
影
響

に
よ
り
、
本
市
は
今
年
度
約
８
億
円
の

減
収
と
な
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
来

年
度
以
降
も
歳
入
の
大
き
な
増
加
を
見

込
む
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
市
民

生
活
を
守
る
た
め
、
市
議
会
は
、
是
正

を
求
め
る
意
見
書
（
５
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）
を
３
月
定
例
会
初
日
に
可
決
し
、

国
に
提
出
し
ま
し
た
。

◆
刈
谷
に
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い

と
思
っ
て
頂
く
た
め
に
、ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
計
画
が
始
ま

り
ま
し
た
。
高
い
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、

長
期
的
な
視
点
か
ら
効
率
的
で
有
効
性

の
高
い
新
し
い
切
り
口
の
政
策
を
提
案

し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
最
後
に
、
議
会
活
動
を
解
り
や
す
く
、

さ
ら
に
興
味
を
も
っ
て
頂
け
る
よ
う
、

議
会
だ
よ
り
の
内
容
に
つ
い
て
工
夫
を

凝
ら
し
、
市
民
の
皆
様
に
お
伝
え
し
て

参
り
ま
す
。

（
議
会
広
報
委
員
会
）

〜
か
け
は
し
〜

編
集
後
記

問
　
小
・
中
学
校
の
発
達
障
害
が

心
配
さ
れ
る
児
童
・
生
徒
の
人
数
は
。

答
　
平
成
27
年
度
は
３
８
３
人
で

全
校
児
童
生
徒
の
３
％
で
あ
る
。

問
　
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
発

達
障
害
が
心
配
さ
れ
る
児
童
・
生
徒

が
増
え
て
い
る
。
日
野
市
で
は
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
、

す
べ
て
の
子
が
共
に
学
べ
る
環
境
づ

く
り
を
実
施
し
て
い
る
。
導
入
の
考

え
は
。

答
　
各
学
校
で
、
で
き
る
こ
と
か

ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
児
童
へ

の
支
援
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、

全
員
が
参
加
で
き
る
授
業
を
目
指
し
、

ど
の
子
に
も
「
分
か
る
」「
で
き
る
」

と
い
う
学
ぶ
意
義
を
実
感
で
き
る
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
を
取

り
入
れ
た
授
業
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

問
　
新
聞
に
高
齢
者
の
絡
ん
だ
事

故
が
よ
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
市

に
お
け
る
75
歳
以
上
の
運
転
免
許
保

有
状
況
と
自
主
返
納
の
状
況
は
。

答
　
保
有
者
は
５
，
０
１
１
人
。

自
主
返
納
者
は
65
歳
以
上
の
デ
ー
タ

に
な
る
が
、
２
２
０
人
で
返
納
率
は

１
％
前
後
で
あ
る
。

問
　
返
納
者
が
増
え
な
い
要
因
は
。

答
　
通
院
や
買
い
物
、
農
作
業
な

ど
で
自
動
車
が
生
活
に
欠
か
せ
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

問
　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
を

守
る
た
め
、
全
国
に
先
駆
け
、
事
故

を
防
ぐ
効
果
の
高
い
「
自
動
ブ
レ
ー

キ
搭
載
車
」
の
購
入
補
助
を
実
施
し

て
は
ど
う
か
。

答
　
交
通
事
故
対
策
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
期
待
で
き
る
た
め
、
効
果

や
価
格
な
ど
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問
　
本
市
の
よ
う
に
国
か
ら
地
方

交
付
税
が
交
付
さ
れ
な
い
「
不
交
付

団
体
」
は
、
全
国
で
何
％
か
。
ま
た
、

メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

答
　
平
成
26
年
度
は
約
３
％
。
自

主
財
源
割
合
が
高
い
こ
と
で
、
円
滑

な
行
政
運
営
が
で
き
る
ほ
か
、
将
来

を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

自
由
度
高
く
様
々
な
独
自
施
策
を
展

開
で
き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

問
　
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
等
に

伴
い
膨
ら
み
続
け
る
事
務
量
に
よ
り
、

将
来
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
環
境

づ
く
り
が
疎
か
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

答
　
事
務
量
の
増
加
に
対
応
す
る

た
め
、
必
要
な
職
員
数
の
確
保
に
努

め
て
い
る
が
、
増
員
に
つ
い
て
は
、

経
常
経
費
増
に
直
結
す
る
こ
と
で
も

あ
る
た
め
、
慎
重
に
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
か
り
や
Ｓ

ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
ね
っ
と
」
の
今
後
の
運
用

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
最

新
の
情
報
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
や
、

積
極
的
に
多
く
の
情
報
を
子
育
て
家

庭
に
配
信
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
子
育
て
家
庭
が
必
要
と
す
る

情
報
の
提
供
は
、
市
民
の
声
を
直
接

聞
く
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
る
が
、

ど
の
よ
う
に
市
民
の
声
を
聞
く
の
か
。

答
　
今
後
は
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
が
活
動
の
中
で
、
子
育
て
家
庭

が
必
要
と
し
て
い
る
情
報
を
収
集
す

る
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
団
体
や

子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
方
に
も
協
力
を

い
た
だ
き
、
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

な
ど
を
有
効
に
活
用
し
、
市
民
目
線

で
の
情
報
発
信
に
努
め
た
い
。

白
土
　
美
恵
子
　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
教
育
部
長
）

―
授
業
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
に
取
り
組
む
―

発
達
障
害
を
持
つ
児
童
生
徒
の
た
め
に
特
別
支
援
教
育
を

加
藤
　
賢
次
　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
市
民
活
動
部
長
）

―
交
通
事
故
対
策
と
し
て
期
待
で
き
る
た
め
調
査
研
究
し
て
い
く
―

全
国
に
先
駆
け
、
自
動
ブ
レ
ー
キ
搭
載
車
の
購
入
補
助
を

山
内
　
智
彦
　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
企
画
財
政
部
長
）

―
必
要
な
職
員
数
確
保
と
将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
を
図
る
―

健
全
な
行
財
政
運
営
を
続
け
、
市
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に

渡
邊
　
妙
美
　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
次
世
代
育
成
部
長
）

―
今
後
も
市
民
の
声
を
参
考
に
内
容
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
―

市
民
目
線
の
わ
か
り
や
す
い
子
育
て
情
報
の
発
信
を

新
村
　
健
治
　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
総
務
部
長
）

―
策
定
中
の
特
定
事
業
主
行
動
計
画
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
取
り
組
む
―

女
性
の
活
躍
の
た
め
に
希
望
に
応
じ
た
働
き
方
の
実
現
を

松
永
　
　
寿
　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
企
画
財
政
部
長
）

―
市
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
新
た
な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
―

市
民
の
安
心
安
全
の
た
め
、
各
種
施
策
の
推
進
を

問
　
非
正
規
職
員
と
し
て
一
生
懸

命
働
い
て
い
る
方
の
正
規
採
用
の
門

戸
を
広
げ
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
　
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
の
臨

時
職
員
が
正
規
職
員
と
し
て
の
採
用

を
希
望
す
る
場
合
、
採
用
試
験
の
受

験
資
格
を
45
歳
ま
で
と
し
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
度
実
施
し
た
採
用
試
験

で
は
、
専
門
試
験
を
免
除
す
る
受
験

枠
を
新
た
に
設
け
、
採
用
の
可
能
性

を
広
げ
る
取
り
組
み
を
実
施
し
た
。

問
　
女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
く

女
性
管
理
職
の
割
合
目
標
を
ど
こ
に

設
定
し
て
い
る
か
。

答
　
管
理
職
に
占
め
る
女
性
比
率

の
目
標
は
、
女
性
活
躍
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
提
言
も
踏
ま
え
、

現
在
策
定
中
の
特
定
事
業
主
行
動
計

画
の
中
で
示
し
て
い
く
。

問
　
犯
罪
の
温
床
と
な
り
得
る
空

き
家
に
つ
い
て
、
放
置
さ
れ
る
前
に

利
活
用
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
空
き
家
対
策
を
住
宅
施
策
に

位
置
づ
け
、
跡
地
の
活
用
に
関
す
る

取
り
組
み
な
ど
を
検
討
・
推
進
す
る
。

ま
た
、
空
き
家
調
査
と
と
も
に
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
障
害
者
支
援
の
取
り
組
み
は
。

答
　
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
、
住
宅
用
消
火
設
備
設
置
費
の

助
成
、
手
帳
の
対
象
に
な
ら
な
い
軽

度
・
中
等
度
難
聴
児
の
補
聴
器
購
入

費
の
助
成
な
ど
、
新
た
な
施
策
の
推

進
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
生
涯
学
習
の
成
果
発
表
の
場

に
公
共
施
設
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
市
民
セ
ン
タ
ー
の
フ
ロ
ア
を

活
用
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

女性職員の活躍推進に向けた提言書を
市長に提出（平成28年３月）

事故を未然に防ぐ
自動ブレーキシステム

議員研修会の様子

訓練の様子

全国に先駆け補助を


